
H門の恩降】現しfベ ン脚臣Ⅲ…

～あむたも目卜lを聞いてみ孝せたか?～

いよいよ「語りの祭り」のパンフレットができあがり、

参加受付が始まりました。

多くの皆さんのお申し込みを心からお待ちしています。

さて、語りの祭り様書寺実行委員会では、

10月の祭り当日の細かい計画に悌わると同時に、

市民の旨特に「語り」を聞いていただく機会を設け

る計画を進めています。

その中のひとつに 「語リキヤラ′`シJが あります。

これは、伊豆市内の小中学校を訪問して、子どもたちや保&者 の皆様に生の「摘り」を聞いていた

だこうというものです。旧様書寺町内の小学校では昨年いくつかのクラスを訪問し、子どもたちに

「揺り」を楽しんでもらいました。地域の小中学校で一人でも多くの皆さんに播りの世界に触れてい

ただけるよう、ただいま計画調整の工つ最中です。どうぞお楽しみに !

第7回全日本簡りの祭り体善キ実行毒員 鈴 木せつ子

昨年の 『語リキャラバン』の様子

写真 PE2日 日新聞提供

『河童の妙薬』～

むか峡 妻金に相磯主水守清というすぐれた医者がいた。

ある日、守清が病人をみた帰り、狩野サ11の浅瀬を渡ろうとしたところ、

突然馬の尾をつかんで水にヨ|き入れようとした者があつた。

(さては噂に関く河重の仕業 !)と 思った守潜な 刀を抜いて切りつけたのは、まぎれもなく

水掻きのついた河童の手であつた。守清はその手を刀の先につき通して我が家に持ち帰つた。

その夜、守潜の秘頭に片手の河菫が現れて泣く泣く「いたすらをしたことは前に申し訳ありません。

どうでお許しください。どうか、私の腕を返していただきたいのですが… 」と言った。

守清は腕を返すかわりに、河壼からどんな傷もたちどころに治る妙薬の作り方を教えてもらつた。

その薬は、たいへんな効き目があり、たあまちあたりにrllれ渡つた。

参善資料 :『天城の受話と伝説』 天 明潟ヶ島町文化財保饉書静委員会視

お問い含わせは、

修善寺図書館 0558-72-9868ま でどうぞ!

『語りの祭り』情報は、

と帆,イh的ぃた311uZe■ュjP/■pO/Lata」lndex hわェ

にも掲朝されていますので、御利用ください。
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